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画溶液（溶き油）は、油絵を制作する際に用いられる絵
具の補助溶液で、絵具に様々な表現や効果をもたらすこ
とができます。
主な役割としては、「絵具のノビをよくする」「透明度を
高める」「艶の調整」「乾燥速度の調整」「画面を保護する」
など、様々な効果や目的を担った画溶液があります。
油絵の制作工程を大別すると「下書き・描き始め」「描画」

「仕上げ」があり、各工程において、それぞれの画溶液
には適切な係わりがあります。まず「下書き・描き始め」
で用いられる主な画溶液は、揮発性油であるテレピンや
ペトロールです。揮発性油は、絵具のノビをよくし乾燥
を促進させ、使用後に成分のほとんどが蒸発するという
特徴があり、薄塗りで大まかな形や色などの構成や配置
を吟味する作業に適しています。
次に「描画」の際は、揮発性油と共に乾性油と呼ばれる
リンシードオイルやポピーオイルなどの画溶液、またペ
インティングオイルと呼ばれる調合油を用います。これ
らは、絵具の練り調子やノビをよくすると共に顔料と支
持体の定着を強め、油絵特有の艶を与えます。基本的に
は揮発性油と混ぜながら使用し、仕上げに近づくにつれ
乾性油や調合油の混合比を増やしていきます。その他に
も、艶を整える描画ワニスのパンドルや、乾燥を早める
シッカチーフなども必要に応じ描画の際に使用します。

「仕上げ」では、主に画面の保護を目的とした画溶液で
あるタブローなどのワニスを使用します。これは、完
成した作品表面を半年程度乾燥させた後に塗布すること
で、有害なガスやホコリなどから作品を守ることができ
ます。
上記の工程以外に使用する画溶液としては、筆などを洗
う時に用いる「筆洗油（ブラシクリーナー）」や、固着
した絵具を剥がす「ストリッパー」、木炭やコンテなど
の定着力の弱い描画材を画面に定着させる「フィクサ
チーフ」などがあります。
画溶液を使用する際は、それぞれ適切な目的や方法、使
用のタイミングなどを理解した上で用いることが大切で
す。
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